
ジャズが多様化していく中で、ストレート・アヘッドな演奏スタイ

ルを継承し、確かな成果をあげているグループのひとつがワン・フォ

ー・オールではないだろうか。伝統が単なる伝統になってしまったと

き、その文化の発展は終焉を迎える。ほとんどの分野ではそういう帰

結が一般的だ。ところがビバップに端を発するモダン・ジャズの流れ

は70年近くがすぎた現在でも発展を止めていない。

ワン・フォー・オールはそのことを素晴らしい形で表現している。

エリック・アレキサンダー、ジム・ロトンディ、スティーヴ・デイヴ

ィスの３ホーンに、デヴィッド・ヘイゼルタイン、ジョン・ウェバー、

そしてジョー・ファンズワースのリズム・セクション。その編成ゆえ、

“現代のジャズ・メッセンジャーズ”と呼ばれることの多いワン・フォ

ー・オール。彼らが結成されたのは1997年のことだ。

発案者はテナー・サックスを吹くアレキサンダーである。彼がニュ

ーヨークで本拠地にしているグリニッチ・ヴィレッジの小さなライ

ヴ・ハウス「スモールズ」に出演するにあたり、集められたのがこの

メンバーだった（初代のベーシストはピーター・ワシントン）。ハー

ド・バップを主体にした痛快無類の演奏は、1960年代に一世を風靡し

た３管ジャズ・メッセンジャーズを彷彿とさせる。

以来10年。いずれもリーダー活動をしているプレイヤーだけに、こ

のユニットでの活動はコンスタントに行なわれてきたとはいいがたい。

それでもワン・フォー・オールは継続的にアルバムを発表し、着実に

グループとしてのサウンドや音楽性を高めてきた。そして、ここに登

場したのが彼らの最新作である。

ジャズの王道を行くワン・フォー・オールが今回はソウル・ミュー

ジックのヒット曲を取りあげる。とはいっても、オーソドックスな４

ビート・サウンドはこれまでどおりだ。いかにもこのグループらしい、

ハード・バップに根ざした演奏が最初から最後まで続く。それだけに、

マーヴィン・ゲイやスティーヴィー・ワンダーでお馴染みのナンバー

がどのような変身を遂げているか。そこもこの新作の大きな聴きどこ

ろである。

それにしてもワン・フォー・オールは魅力的なグループだ。ひとり

ひとりがリーダーとして活動しているだけあって、ソロの内容には申

し分がない。それでいて、誰ひとりとして自分だけが目立とうとしない。まさ

にグループ名を体現しているチームワークのよさが魅力をかもし出す。楽曲の

よさ、個々のプレイの面白さ、そしてグループが一丸となったサウンド。ワ

ン・フォー・オールの魅力を要約すれば、こういうことになる。それではさっ

そく演奏に耳を傾けていこう。

■演奏紹介

１．ホワッツ・ゴーイング・オン

マーヴィン・ゲイによる1971年の大ヒット曲。というか、彼のキャリアを代

表する最大のヒット・ナンバーである。それを、ワン・フォー・オールは原曲

のイメージを踏襲しながら素晴らしい４ビート・ジャズに仕上げる。テーマ・

メロディに挿入されるカンデンツァ風アンサンブルがジャズの雰囲気を盛り上

げる。先発のソロはコルトレーン・ライクなエリック・アレキサンダー。彼は

ファンキーなスタイルばかりが注目されているが、その演奏にしっかりと耳を

傾ければ、デビュー当初からジョン・コルトレーンやソニー・ロリンズに通ず

る豪快なハード・バップに主眼を置いてきたことがわかる。チック・コリアの

オリジンに参加して頭角を表したスティーヴ・デイヴィスの豪快なトロンボー

ン・ソロも、アレキサンダーが作りあげた勢いに溢れた雰囲気をしっかりと受

け継いでいる。ジム・ロトンディのトランペット・ソロもスムーズで力強い。

ワン・フォー・オールの魅力は、この演奏で代表されるように、覇気に溢れた

前向きの姿勢を強調している姿にある。

２．ハウ・スウィート・イット・イズ

「恋はこんなに素敵」の邦題を持つ、これまたマーヴィン・ゲイのヴォーカル

で知られるナンバー。今度はミディアム・テンポで演奏される。１曲目と同じ

で、テーマ・メロディをリードするのはアレキサンダー。ただしソロはデイヴ

ィスから始まる。悠然と構えて大胆にフレーズを綴るスタイルに頼もしさを感

じる。シングル・ノートを中心にしたデヴィッド・ヘイゼルタインのピアノ・

ソロもツボを心得た達者な内容だ。その後は一度テーマ・メロディが演奏され

て、アレキサンダーの豪快なソロへと移る。

３．レッツ・ステイ・トゥゲザー

ハイ・レーベルを代表するソウル・シンガーのアル・グリーンが絶頂期にあ

った1974年に残した歴史的名盤のタイトル・トラック。近年では映画『パル

プ・フィクション』に使用されて人気が再燃した。それをワン・フォー・オー

ルは流れるようなテンポと躍動感に溢れるビートで演奏する。３ホーンの魅力

を存分に発揮させたアレンジもシンプルながら素晴らしい。テーマ・パートの

後半でジョー・ファンズワースのドラムス・ソロをフィチャーするのも洒落て

いる。しかし、圧巻は先発でソロを吹くアレキサンダー。その後はロトンディ、

ヘイゼルタイン、ファンズワースとソロが続き全員が好演を聴かせるが、勢い

と構成力でダントツに優れているのがアレキサンダーだ。

４．リーズンズ

アース、ウィンド＆ファイアーが1975年に発表した『暗黒への挑戦』（ソニ

ー）に収録されていたナンバー。作曲したのはメンバーのモーリス・ホワイト

とフィリップ・ベイリーである。映画のサントラ盤として制作されたが、映画

の興行は失敗。映画にはメンバーも売れないミュージシャン役で出演している。

このトラックではロトンディを中心にテーマ・メロディが演奏され、

ソロはアレキサンダーから始まる。高音部を主体にしたフレーズを盛

り込むことで、リラックスした中にも緊張感を忘れていない内容が見

事だ。それに比べると、デイヴィスのソロはトロンボーンという楽器

の特質もあるのだろうが、のんびりした風情が漂う。ヘイゼンルタイ

ンのソロはファンキーなタッチも表出されて、いい味を思わせる。

５．ゴールデン・レディ

スティーヴィー・ワンダーの最高傑作と称される1973年発表のアル

バム『インナーヴィジョンズ』（モータウン）収録のバラード。メロ

ディは美しいが、黒人問題を取りあげた硬派な内容だった。ここでは、

それを３本のホーンが心地よいミディアム・ファーストのバウンス・

テンポに変更して演奏する。リズミックなヘイゼルタインのソロは親

しみやすいし、ロトンディのスムーズなフレージングも痛快。力強さ

をいつもよりほんのわずかだが控えめにしてブローするアレキサンダ

ーのプレイも曲想に合っている。

６．フォー・ザ・ラヴ・オブ・ユー

ファンク系のグループとして息の長いアイズレー・ブラザーズによ

るヒット曲。ただし、演奏はオリジナル・ヴァージョンとだいぶ様相

を異にする。ミディアム・テンポを採用したワン・フォー・オールの

サウンドは落ちついたムードの中で力強さを表出してみせる。その典

型が先発でソロを取るアレキサンダーだ。悠然と構えていながらパワ

フルなブローになっているところが素晴らしい。ロトンディはそのテ

ンポでスピーディなフレージングを多用して個性を発揮していく。得

意のシングル・ノートで畳み掛けるようにソロを重ねるヘイゼルタイ

ンもご機嫌この上ない。

７．ストップ・イン・ザ・ネイム・オブ・ラヴ

ソウル・ミュージック・ファンでなくともご存知の大ヒット曲。黒

人女性３人組のザ・シュープリームスが1965年に発表した『モア・ヒ

ッツ・バイ・ザ・シュープリームス』（モータウン）からの１曲で、

これによって彼女たちは世界的な人気者に躍り出た。ロトンディのト

ランペットを中心にお馴染みのメロディが演奏される。８ビートを用

いているが、３管アンサンブルの響きがジャジーで気持ちいい。デイ

ヴィスのソロはメロディアスな部分とラインを主体にしたものとがほどよい感

じでミックスされている。それに比べると、ロトンディのソロは強力なイメー

ジを強く感じさせるし、ヘイゼルタインのタッチもかなり力強い。

８．ムーン・ブルー

2005年に発表されたスティーヴィー・ワンダーの『タイム・トゥ・ラヴ』

（モータウン）からの１曲。３管による動きのあるテーマ・メロディから快演

が続く。そのことを強く思わせるのがテーマ・パートに続いて登場するロトン

ディのソロだ。この勢いに溢れたプレイが、その後に続くアレキサンダー、デ

イヴィス、ヘイゼルタインにも飛び火して、最後まで息もつけない快演の連続

となった。

９．ゴーリー・ワウ

官能的なコーラスで絶大な人気を誇ったスタイリスティックスのヒット・ナ

ンバー。ジャズでは1970年代に高い人気を誇ったノーマン・コナーズの『ユ

ー・アー・マイ・スターシップ』（ブッダ）の演奏でも知られている。ワン・

フォー・オールは、４ビートをバックに３ホーンがゴージャスなアンサンブル

をテーマ・パートで聴かせてくれる。その後は抒情味に溢れたロトンディ、コ

ルトレーン風の豪快なブローを示すアレキサンダー、そして泰然自若とした態

度のデイヴィス、ホーン・ライクなシングル・ノートで迫るヘイゼルタインと、

それぞれが持ち味を発揮したソロで腕前を競う。
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What's Going On?
ホワッツ・ゴーイング・オン

One For All
ワン・フォー・オール

1.ホワッツ・ゴーイング・オン
What's Going On? 《 Benson , Cleveland, Gaye 》( 6 : 45 )

Arranged by Jim Rotondi

2.ハウ・スイート・イット・イズ
How Sweet It Is (To Be Loved By You) 《Dozier, Holland 》( 5 : 18 ) 

Arranged by Steve Davis

3. レッツ・ステイ・トゥゲザー
Let's Stay Together 《 A. Green 》( 8 : 02 )

Arranged by Eric Alexander

4.リーズンズ
Reasons《M. White - P.Bailey 》( 6 : 47 )

Arranged by David Hazeltine

5.ゴールデン・レディ
Golden Lady《 S. Wonder 》( 5 : 46 ) 

Arranged by David Hazeltine

6.フォー・ザ・ラブ・オブ・ユー
For The Love Of You《 R. Isley 》( 6 : 19 ) 

Arranged by David Hazeltine

7.ストップ・イン・ザ・ネイム・オブ・ラブ
Stop! In The Name Of Love《 Dozier, Holland 》( 5 : 26 ) 

Arranged by Steve Davis

8.ムーン・ブルー
Moon Blue《 S. Wonder 》( 4 : 54 ) 

Arranged by Jim Rotondi

9.ゴーリー・ワウ
Betcha By Golly, Wow《 T. Bell, L. Creed 》( 7 : 42 ) 

Arranged by David Hazeltine

エリック・アレキサンダー Eric Alexander《 tenor sax》

ジム・ロトンディJim Rotondi《 trumpet》

スティーブ・デイビス Steve Davis《 trombone 》

デヴィッド・ヘイゼルタインDavid Hazeltine《 piano》

ジョン・ウェバー John Webber《 bass 》

ジョー・ファンズワース Joe Farnsworth《 drums》
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